
第２回専門部会意見対応表（人口減少緩和策）

No. 委員 意見 対応

1 岡本委員 仕事だけではなく、趣味優先でライフスタイルを選び、ウインタースポーツ
が好きだから北海道に住んで、オンラインでできる仕事をするのだという人
などもこれからは出てくると思うし、もう既にいらっしゃるとも聞いてい
る。先ほどは仕事があるという言い方をしましたけれども、仕事だけではな
く、ライフスタイルを優先して、雪のある環境や暑過ぎない環境など、北海
道の気候が好きだという人たちも受け入れられるようなまちの実現を目指し
ていく書きぶりがあると人口減少対策になるのではないかなと思う。

ご意見を踏まえて、『戦略ビジョンにおける「人口減少対策」の位置づけ』
の「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」に「行きたくなる・暮らした
くなる魅力づくり」の記載を追記します。

2 村木委員 アフターコロナによって暮らしの拠点をどこに置いてもいいというふうに変
わってきているので、社会増をもう少し大きく捉えるのであれば、日本全国
から人を持ってくるとか、札幌の魅力でいろんなところから人を呼び込んで
もいいのかもしれないと思う。

ご意見を踏まえて、『戦略ビジョンにおける「人口減少対策」の位置づけ』
の「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」に「行きたくなる・暮らした
くなる魅力づくり」の記載を追記します。

3 山中委員 世界の中で魅力ある都市になるというのが掲げられている。人口対策という
意味では、今の若者を残すだけではなく、社会人をたくさん連れてくるよう
な魅力のあるまちをつくろうという文脈で、自分たちがまちをつくることが
できるのだ、住民参加のまちなのだというところを売り出したほうが人口減
少対策にもなると思う。

ご意見を踏まえて、『戦略ビジョンにおける「人口減少対策」の位置づけ』
の「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」に「行きたくなる・暮らした
くなる魅力づくり」の記載を追記します。
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No. 委員 意見 対応

4 木村委員 人口が減少しています、札幌市にもっと人が集まって消費や価値創造をしま
しょうと言うときには、若者に繁殖をしてもらいましょうということだけで
はなくて、関係人口に焦点を当てたほうがいいと思う。
移住と観光というのは、多分、今まで別々に施策を立ててきたし、ブラン
ディングもしていたと思うが、観光に来ていいところだなと思ったら、何回
も来たいなと思ったり、札幌が地元ではないけれども、Ｊターン、Ｉターン
をしてみようかなと考えたりすると思う。観光と移住というのは、実は地続
きだと思うので、一体的に促進をしたり、ブランディングをしていったりし
たらいいのではないかと思う。
少しハイエンドな個人の観光客やスノーリゾートが好きで長期滞在を予定し
ている人などにターゲットを絞って移住と観光の促進をやっていったり、
ワーケーションで来てもらって、先々は札幌に事業所をつくってもらえない
かという促進活動をしていったりするなど、そういうことが基本目標の２や
３の辺りにもう少し入るといいのではないかと思う。

ご意見を踏まえて、『戦略ビジョンにおける「人口減少対策」の位置づけ』
の「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」に「行きたくなる・暮らした
くなる魅力づくり」の記載を追記します。

5 中田委員 人口減少対策は、やってすぐに結果に結びつくことはなかなかないような気
がしている。だからといって、今、書かれていることをやらないということ
にはならないと思うが、それだったら、長期定住人口を増やす方法を考えて
いったほうがいいと思う。
例えば、国際機関を一つでも誘致すれば、いろんな方が長期的に定住してく
れるし、あるいは、これだけいろいろな大学があるわけですから、国際的な
研究機関をきちんとつくることによって長期的に研究に携わる人たちに住ん
でいただけると感じる。
また、今、コロナ禍だからなのか、首都圏に本社を持っている会社が創業地
に結構戻ってきているということがあって、調べたら、そういう会社が３５
１社あるらしいのですが、ほぼ１割の３０社ぐらいを超える企業が創業地に
戻ってきている。ですから、そういった契機を捉えて、そこにもっと力を注
いで人口を増やすことも必要ではないかなと感じている。

ご意見を踏まえ、主な対象は企業となりますが、それ以外の団体等も視野に
入れ、「主な施策」の「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」に「企業
等の誘致」と記載します。
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No. 委員 意見 対応

6 髙橋委員 もちろん産業があって、そこに多くの人が集まってくることも期待したいと
ころだが、もう一つの方向性として、働き方に魅力を感じるとか、ワーク・
ライフ・バランスを大事にするまちであるとか、子育てがしやすいというこ
とを価値として置いて、それが本当に実現されているまちにするというのが
一つかなと思う。

ご意見を踏まえ、「主な施策」の「結婚・出産・子育てを支える環境づく
り」に子育て環境の向上に関する記載を追記します。
また、「子ども・若者」分野の基本目標１「安心して子どもを生み育てるこ
とができる、子育てに優しいまち」の目指す姿１に「社会全体が、妊娠期を
含めて子どもと子育てを支えています。また、子育てする人同士の交流も進
んでいます。」を、目指す姿３に「ワーク・ライフ・バランス が広く定着
し、性別を問わず、働きながら安心して子育てができる環境が整っていま
す。」を掲げております。この実現に向けて、行政が行う施策については、
戦略編で定めてまいります。

7 山本（一）委員 地元企業の意識改革をして、子育てがしやすい、子育て世代に優しい企業づ
くりに取り組んできているところなので、そういう動きが地元の企業の中に
出てくると、札幌は働きやすい場所だという考え方が皆さんに伝わっていく
のではないかと思う。
このような活動がたくさんの企業に広がっていくと、子育ての世代の方たち
に札幌の企業はそういうところをとても分かっていると感じていただけれ
ば、地元に人が残ってくださるのかなと考える。

ご意見を踏まえ、「主な施策」の「結婚・出産・子育てを支える環境づく
り」に子育て環境の向上に関する記載を追記します。
また、基本目標１「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優
しいまち」の目指す姿１に「社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを
支えています。また、子育てする人同士の交流も進んでいます。」を、目指
す姿３に「ワーク・ライフ・バランス が広く定着し、性別を問わず、働きな
がら安心して子育てができる環境が整っています。」を掲げております。こ
の実現に向けて、行政が行う施策については、戦略編で定めてまいります。

8 木村委員 基本目標２の中で、結婚、出産、子育てと出てくるが、結婚と出産は個人の
価値観によるものだから、自治体で事業をつくってやる類いのものではない
と思う。子育ては支援をしたほうがいいと思う。日本では、やっぱり法律婚
をして夫婦が子どもを持つがマジョリティーだから、子育てを支援すれば、
産みたい人は産むだろうし、結婚したい人はすると思う。ですから、子育て
だけでよくて、結婚と出産が当たり前ですみたいなことは、この前のビジョ
ン編の多様性が強みのまちですというところと矛盾すると思うので、書かな
くてもいいと考える。
そもそも、男女が結婚しないから、子どもを産まないから人口が減っている
わけではなくて、人口ボーナス期が終わってオーナス期に入っているからこ
うなっているだけなので、多分、出会いを促進しても、結婚を促進しても、
焼け石に水だと思う。ですから、若者だけではなく、関係人口全体に焦点を
当てる方針や基本目標を立てたほうがいいと思う。

令和2年3月に策定した第２期さっぽろ未来創生プランでは、札幌市民の希望
出生率は1.65となっているの対して、実際の合計特殊出生率との乖離がある
ことから、安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進め、社会全体で
子育て支援をすることで、結婚や出産を望む市民の希望を実現していきます
と記載しております。今回の資料においても、「主な施策」の「結婚・出
産・子育てを支える環境づくり」は、希望出生率と実態との乖離の解消を念
頭においた施策であることを明記します。
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No. 委員 意見 対応

9 松田委員 呼び込むというところでは、高校生に対して札幌の大学に来ないかという
キャンペーンをもっと張ってもいいのではないか。
例えば、受験生の場合の受験生割のように、ホテル代を少し助成するだけで
も、受験生が親に札幌の大学を受けたいと言いやすくなると思う。どのタイ
ミングで呼び込むかとなると、大学受験のタイミングが一番いいのではない
かなと感じている。
また、本州で学んだ人が大学院あるいは学び直し、道内の私大のエッジの効
いた学部に入ってくるということもある。その後の就職や子育てにおいて
は、札幌に足場があれば、就職や子育ても心配なくできて、そこからは、札
幌に閉じ込められず、デジタルを活用しながら世界に活動の範囲を広げられ
るというライフサイクルをつくれたらいい。若い世代が東京を夢見ていて、
実際にできなかったことを札幌で現実にするという一昔前の東京のような存
在に札幌がなれば、若い人は絶対に札幌に住みたいと思うに違いないと私は
感じているので、それを実現させてあげたいと思う。

ご意見を踏まえて、大学生以外の若者へのアプローチ強化に関する記載を追
記します。また、「主な施策」に魅力的な大学づくりに関する記載を追記し
ます。さらに、『戦略ビジョンにおける「人口減少対策」の位置づけ』の
「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」に「行きたくなる・暮らしたく
なる魅力づくり」の記載を追記します。
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No. 委員 意見 対応

10 佐藤委員 今、ここに出ている内容というのは、ほとんど自由に動ける人たちへの対策
のように考えられるかと思う。でも、自由に動く前の子どもの頃から札幌は
すごく魅力のあるいいまちなのだということを理解してもらって、外に出て
いく気持ちを抑えることが大前提というか、先なのかなというような気がす
る。
動ける人たちを一生懸命抑えたとしても、出ていく人たちがどんどん増えて
しまえば、プラスマイナスゼロみたいなことになってしまうので、子どもた
ちが札幌はすごくいいなと思えるような教育をどこかに盛り込んでいただけ
るとありがたい。心のバリアフリーのところでは、子どもの教育をすごく出
していたのですが、この辺りには子どもの教育については全然出ていないの
で、少し入ってもいいのかなと感じている。

ご意見を踏まえて、大学生以外の若者へのアプローチ強化に関する記載を追
記します。

11 吉岡委員 特に若い世代に向けたアプローチの強化が必要だとなっているが、大学だけ
ではなく、高校生へのアプローチや学びの場づくりなどを検討していいので
はないか。

ご意見を踏まえて、大学生以外の若者へのアプローチ強化に関する記載を追
記します。

12 梶井部会長 若い世代へ向けたアプローチの強化については、白丸のところに大学との連
携とある。スマートのところでも、デジタルということで、理系の高校生や
大学生が特化して出ているわけですが、実は、大学進学率というのは５０％
台で、半分は大学生ではないのですね。そうしたときに、ざっと見ても、札
幌市はそれ以外の若者に対して何を期待するのだというところが出ていない
ので、こっちを前面に出すとこぼれていく子どもたちがいるというところが
すごく気がかりだ。
また、半分は大学に行かないということだが、その半分の方の地域の定着率
が実は高い。大学生は首都圏に出ていくけれども、高卒や中卒の方は、むし
ろ地元に定着して、そこで結婚して出産するという確率が統計的には高いわ
けですから、そのような若い人たちにどういうふうにアプローチしていくか
という意味では、大学以外の専門学校生や中高生に対しても目配りをいただ
ければなと感じたところ。

ご意見を踏まえて、大学生以外の若者へのアプローチ強化に関する記載を追
記します。
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No. 委員 意見 対応

13 山中委員 私は、最近、道内の高校生とオンラインで話し合う交流会をやっている。北
海道の地方の市町村の高校生は自分の地元愛、地元の魅力を語れる。しか
し、札幌の高校生は札幌の魅力を語れない。札幌愛がかなり落ちているとい
うこと。
一方、札幌市立高校は、連合でプレゼンテーション大会を行っていたり、非
常にすばらしい活動をしている。市立高校の総合的な探究の時間の取組がす
ばらしい。強いていえば、札幌は大都市ゆえに、自分たちでまちをつくれる
といった視点がこの箇所では抜けている。
高校生が、自分たちで地元のまちがつくれる、自分たちが地元のことをよく
理解できている、ような小中高の取組がこの箇所に書かれるべき。
ＳＤＧｓに関わる教育もそうだが、幼稚園から始まり、高校までその教育を
ずっとやり続けて、札幌圏の大学がそれに加わって、札幌を中心としたＳＤ
Ｇｓなり、札幌の地元とは何でしょうといった魅力を理解するような一貫し
た教育のプランを考えたほうがいいのではないか。

ご意見を踏まえて、大学生以外の若者へのアプローチ強化に関する記載を追
記します。

14 山中委員 札幌市は確かに女性が多いが、実は、女性のほうが北海道の地域から流出す
る。それは大学ではなく、専門学校や就職などの方が多い。ですから、こう
いう議論をするときに、「２０代＝大学生」と考えると、一部分しか見てい
ないことになるので、ぜひとも専門学校や就職した人たちなどのことも考え
ていただきたい。

ご意見を踏まえて、大学生以外の若者へのアプローチ強化に関する記載を追
記します。

15 定池委員 書いてあることを応援する意味でのコメントになるが、大学との連携はとて
もいいと思う。
私自身、北海道大学の文学部で学んでいたが、私も含めて、周りは、卒論や
プレ卒論の中で地域課題に取り組んでいて、それで行政職員になったり、Ｎ
ＰＯの職員になったり、大学で学ぶ中でいろいろな方たちとつながって、自
分たちもその中で活動したい、活躍したい、地域の一助になりたいという思
いを持って就職先を選んでいく人たちがいたので、学生のときに行政と大学
が連携して何かに取り組むところに加わるのはとてもいい経験になると思
う。そして、それが就職の道の選択にもつながるし、実際の課題解決や将来
への人材育成につながるという意味でもとてもいいことだと思う。

賛成ご意見
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No. 委員 意見 対応

16 山中委員 ここで挙げられている人口流出について。確かに２０代の前半で流出してい
るので、大学を挙げたのかもしれません。ただ、ここで北海道大学と出てい
ることについて、私は北海道大学の教員ですから北海道大学を取り上げるこ
とは個人的にはうれしいが、特定の大学名を出すのには少し違和感を持つと
ころ。

北海道大学は、COI-NEXTの取組があり、高次機能交流拠点でもあることか
ら、より強く連携を図る必要があると考えていますが、その他の大学につい
ても更なる連携を図ってまいりたいと考えております。

17 髙橋委員 日本全体が人口減少という課題を抱えているときに、結局、パイを取り合う
ような形で札幌に人が来てくれるといいというのにはちょっと限界があると
思うので、人が流動するという状況を前提に考えてはどうかと思う。道外や
世界から札幌に人が戻ってくる、選んで集まってくる、ほかに行って活躍し
てまた戻ってくるといった流動するまちをもう一つの前提として考えてもい
いのではないか。

ご意見を踏まえ、「主な施策」に地元定着や関係人口等に関する記載を追記
します。

18 岡本委員 こちらは、大学を卒業してそのまま地元に残ってほしいと読み取れるような
書き方になっている。ただ、北海道大学だと半分以上が道外生だが、札幌圏
の私大などは、札幌あるいは道内から来ている学生がほとんどなので、長い
目で見たときには、一度、道外で社会経験というか、働いてみたり、友達の
ネットワークを増やしてみたり、いろんな出会いがあったりして、やっぱり
北海道はいいな、北海道で仕事がしたいなと戻ってきたときにちゃんと働け
る場所があるとか、先ほどもあったスマート系のＩＴの企業など、先端的な
働く場につながっていくとするほうが望ましいように思う。そうすると、札
幌だけではなくて、北海道全体のよりよいまちにつながっていくのではと思
う節もあるし、地元に定着のみ注視するのではなく、Ｕターンなどの際、一
緒についてきてくれるＩターン組もいると思うので、そういう側面も盛り込
んで書いたほうがいい。

ご意見を踏まえ、「主な施策」に地元定着や関係人口等に関する記載を追記
します。

19 高野部会長 人口減少の人口というのは、本当に住んでいる人だけの話で、きっと交流人
口や関係人口も一つの大きな指標になるはずなので、そういう視点を入れる
ことも重要かなと思う。

ご意見を踏まえ、「主な施策」に関係人口等に関するの記載を追記します。
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No. 委員 意見 対応

20 木村委員 もう一つ違和感があるのは、資料の右側の若い世代へ向けたアプローチの強
化のところ。子どもへの性教育は、性の自己決定のために必要なので実施す
べき。ただ、妊娠前から体や性への正しい理解を深める取組は、多分、２０
１３年に国会や政府で議論になった女性手帳と考え方が近いのかなと思って
いて、結局、少子化は女性の意識の問題という指摘を自治体が言っているよ
うに捉えられる。
子どもが減っているのは社会や政治の責任だと思う。それを自治体で教育し
ましょうとか、女性手帳を配りましょうと言われると、女性への教育が不足
しているから、出生率が低下していると、自治体はそういうふうに考えてい
ると思うから、この資料には違和感があるという指摘をしておく。

「主な施策」に、プレコンセプションケアが、女性だけでなく男性も対象と
した取組であることを明記します。

21 佐藤委員 人口減少対策として幾つか出しているが、人口が減るのはある程度仕方のな
いことなので、その中で減ったことによるデメリットや弊害をどうやって減
らすかという観点も大事だと思う。

分野横断的に取り組む施策の人口減少対策については、人口減少の緩和のた
めの取組を取りまとめて記載しております。「人口構造を始めとする様々な
変化に大きな影響を受けず、その変化を生かし持続的に成長していくための
取組」については、戦略ビジョン全体の中の施策で取り組んでまいります。

22 大西委員 人口減少ということで、高齢者の方にできる限り長く現役で働いていただく
ことも重要。中小企業も含めた企業への取組は、恐らく、施策の中に入って
いると思うが、いわゆる健康経営のように、従業員の健康を大事にする、あ
るいは、人材を大切にする企業を増やすことも非常に重要ではないか。
健康経営の考え方の中では、たしか、新卒の若い方たちがどういう企業で働
きたいかというアンケートにおいて、「人材を大事にする会社への就職を希
望する」とか、保護者の方たちも子どもをそういう会社に就職させたいとい
う結果があり、そうしたニーズが高いことから健康経営を推進していくとい
う社会の流れになってきている。若い人にも選んでいただける企業にするた
めには、企業が取り組んでいる仕事の内容が魅力的であることも重要である
一方で、従業員を大事にする企業を増やしていくという視点も重要であると
思う。

いただいたご意見については、分野横断的に取り組む施策（ウェルネス）に
位置付けて取り組んでまいります。
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23 佐藤委員 教育、育てるとか、学びをどうやって実現していくかということが地域でで
きる対策ではないかと考える。
人口が減ったら何がまずいかというと、結局、高付加価値なものを生み出せ
ないことである。今までのように付加価値があまり高くないものを再生産す
るやり方だと頭数が必要になる。その意味では、クリエーティブな製品やア
イデアで付加価値をつけていくような産業が活性化するかどうかだと思う
し、それを支えるのは人間の能力や知である。高付加価値を生み出せるよう
な人材をつくっていく、そのためにはやはり教育が大事である。教育といっ
ても学校の教育だけではなく、人が学べるということにもう少し突っ込ん
で、みんながコストをかけてやってもいいと思う。

いただいたご意見については、分野横断的に取り組む施策（スマート）の
「人材育成・産業競争力の強化」に位置付けて取り組んでまいります。

24 大西委員 もう一つは、結婚、出産、子育てのところに関して。
最近の社会環境の背景として、今年の４月から不妊治療が保険適用になって
おり、初回の治療を開始する４３歳未満の方までが対象になっていると思い
ます。今後は、高齢出産の方が増えてくることも推測できるし、また、高齢
出産が増えていくと、子どもの染色体異常のような問題もあって、例えば、
出生前診断を受けるべきなのかといった悩みを抱える方も増えてくるのでは
ないかと思う。プレコンセプションケアの中にも入るのかもしれないが、そ
ういった不妊治療や出生前診断も含めた相談体制とか、子どもを設けること
に不安を感じたり悩みを持ったりしている方へのサポート体制を強化してい
くことも、具体的に見えるように記載できるとよいのではないかと思う。

いただいたご意見については、子ども・若者分野での記載の追加を検討いた
します。
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25 椎野委員 個人的な意見というか、感想になってしまうが、私は、２人目の子どもが産
まれたときに、札幌市から有料の燃えるごみの袋を１０袋分ぐらいもらっ
た。これはほかの市町村が考えられたのかもしれないのだけれども、よく考
えたなと思った。赤ちゃんはおむつを頻繁に替えないといけないので、おむ
つ代はかかるし、おむつを捨てる有料の袋代もかかるのですが、子どもが産
まれたからそこをサポートしましょうというのは本当によく考えたなと今で
も思っている。
何を申し上げたいかというと、ここで掲げている二つの未来創生プランのう
ちの一つの結婚・出産・子育てを支える環境づくりは、職員の方の中でも、
特に、今まさに子育てをリアルタイムでされている若い方を中心に考えてい
ただきたい。子育て環境の施策というのは、昔、自分が体験したときより新
しいメニューやプログラムがどんどん出てきているので、ベテランの方とい
うより、今、子育てをしている若い方を中心にタスクフォースをつくるとい
う形でぜひ進めていただきたいという希望を持っている。

市民ニーズを捉えた事業構築ができる体制づくりについて、「行財政運営の
方向性」に記載します。

26 柴田委員 何を優先するのかという価値観の順位が変わらないと、社会の仕組みは変わ
らない。では、どうすればいいのかというと、なかなか答えは出ないのだ
が、親子など、コミュニティーが自然に集うような場所が一つの新しい文化
になっていくとやりやすいのかなと思う。みんなの子どもをみんなで何とな
く見ているという感じの場所づくりができていくと自然かなという気がし
た。

いただいたご意見については、子ども・若者分野の基本目標１「安心して子
どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」の目指す姿１に「社
会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えています。また、子育てす
る人同士の交流も進んでいます。」を掲げております。
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